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(57)【要約】
　軽量モップであって、モップハンドル（１）を含み、
該モップハンドル（１）には方向転換機構（５）が設け
られており、該方向転換機構（５）はスリーブナット（
６）、ロックナット（７）及びヒンジ段付き回転軸（８
）を含み、該ヒンジ段付き回転軸（８）の上端にはヒン
ジ平面（１０）が設けられており、該ヒンジ段付き回転
軸（８）のヒンジ平面（１０）はピン軸によりモップハ
ンドル（１）の下端のヒンジ接続ラグ（１１）に差し込
んで接続してモップハンドル（１）のヒンジ機構（２９
）を構成し、それと併用するモップバケツにおいて、絞
りローラー対は組合せホルダーによりブラシに接続して
水絞り出し・ブラッシング装置全体を構成し、該組合せ
ホルダーは左側バッフルと右側バッフルを含み、ブラシ
と絞りローラー対とは接続スクリューにより全体を固定
して接続する。該軽量モップは、隠れたコーナーをター
ニングしてモップがけすることを実現し、さらに、比較
的狭い作業面と比較的広い作業面に対してモップヘッド
を快速に交換することができ、絞りローラーとブラシと
を再び設置する場合、モップバケツの作業空間を拡大す
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モップハンドル、モッププレート及び袋状モップカバーを含み、弾性の片状の前記モッ
ププレートの上端は挟持構造によりモップハンドルに接続し、前記挟持構造は挟持本体と
挟持板で構成される軽量モップであって、前記モップハンドルには方向転換機構が設けら
れ、前記方向転換機構はスリーブナット、ロックナット及びヒンジ段付き回転軸を含み、
前記ロックナットは雄ねじを有し、その上端が円錐台状であり、かついくつかの開口が開
設され、その中心には円形孔が設けられ、前記挟持構造の上部の中央にはねじ穴が設けら
れ、前記ヒンジ段付き回転軸は挟持構造のねじ穴に差し込んで接続し、前記ロックナット
はヒンジ段付き回転軸を貫通してから挟持構造のねじ穴に螺合し、前記スリーブナットと
ロックナットとは螺合し、前記ヒンジ段付き回転軸の上端にはヒンジ平面が設けられ、前
記モップハンドルの下端にはヒンジ接続ラグが設けられ、前記ヒンジ段付き回転軸のヒン
ジ平面はピン軸によりモップハンドル下端のヒンジ接続ラグに差し込んで接続されてモッ
プハンドルのヒンジ機構を構成することを特徴とする軽量モップ。
【請求項２】
　前記挟持構造は、主挟持構造と２つのサブ挟持構造を含み、前記主挟持構造の上部の軸
方向にはキャビティが設けられ、前記２つのサブ挟持構造をそれぞれ主挟持構造の両側に
差し込んで接続しかつ主挟持構造のキャビティに摺動接続し、前記主挟持構造とサブ挟持
構造とを差し込んで接続して弾性ロックキャッチや、ピン、ボルトにより固定されている
ことを特徴とする請求項１に記載の軽量モップ。
【請求項３】
　前記挟持構造の挟持本体の中部には貫通孔が設けられ、挟持構造の前記挟持板の中部に
は締め付けボルトが設けられ、前記モッププレートは上部が狭くて下部が広い構造であり
、その中心には貫通孔が設けられ、前記締め付けボルトはモッププレートと挟持本体との
貫通孔を貫通してから、ナットにより締め付けられ、前記挟持板の中部の両側には対称に
位置決めボスが設けられ、前記挟持本体の両側には挟持板の位置決めボスに対応する凹溝
が設けられ、前記モッププレートにおける、上部が狭くて下部が広い結合部の両側辺には
挟持板の位置決めボスに合わせるほぞ接合溝が設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の軽量モップ。
【請求項４】
　前記挟持構造の挟持本体は、主に、上部挟持本体と下部挟持本体で給水式挟持構造全体
を構成し、前記上部挟持本体の内部には貯水キャビティが設けられ、前記上部挟持本体の
上部には蓋を有する注水口が設けられ、前記上部挟持本体にはねじスタッド挿入口がさら
に設けられ、前記ねじスタッド挿入口には調節スクリューが回し締めされ、前記調節スク
リューの下端には円錐状プランジャが設けられ、前記上部挟持本体の底部のねじスタッド
挿入口に対応する相対位置には円錐状導流口が設けられ、前記円錐状プランジャと円錐状
導流口の接触面とが合わせられ、前記下部挟持本体の中心には立て管が設けられ、立て管
の頂部には前記ロックナットにねじ接続する雌ねじが設けられ、前記下部挟持本体の上部
には集水溝が設けられ、前記集水溝内の軸方向にいくつかの平行する導流孔路が設けられ
、前記導流孔路とモッププレートとは連通していることを特徴とする請求項１に記載の軽
量モップ。
【請求項５】
　前記モッププレートの前端の中部にはそれに一体になるフラットシャベルが設けられ、
前記フラットシャベルの前端には鋸歯や平たい刃が設けられ、或いは中心にはＶ形凹溝が
設けられ、前記袋状モップカバーの中部のモッププレートの前端のフラットシャベルに対
応する位置には、フラットシャベルを露出させることができる開口が設けられていること
を特徴とする請求項１に記載の軽量モップ。
【請求項６】
　バケツ本体と絞りローラー対を含み、絞りローラー対の両端にはＵ形ペダルとブラシと
が接続している請求項１に記載の軽量モップと併用するモップバケツであって、前記絞り



(3) JP 2017-503594 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

ローラー対は組合せホルダーによりブラシに接続して水絞り出し・ブラッシング装置全体
を構成し、前記組合せホルダー機構は左側バッフル、右側バッフルを含み、前記ブラシと
絞りローラー対との軸方向の長さが同じであり、かつ接続スクリューにより一体に固定し
て接続し、前記組合せホルダーとバケツ本体の両壁とは接続していることを特徴とする請
求項１に記載の軽量モップと併用するモップバケツ。
【請求項７】
　前記水絞り出し・ブラッシング装置全体はバケツ本体の両壁にピン接続し、水絞り出し
・ブラッシング装置全体は上へ９０度反転することを特徴とする請求項６に記載の軽量モ
ップと併用するモップバケツ。
【請求項８】
　前記水絞り出し・ブラッシング装置全体の左側バッフル、右側バッフルの上部の外側に
はバケツ本体の上部の外辺縁の形状にマッチングする逆のＵ字形凹溝が設けられ、左側バ
ッフル、右側バッフルはバケツ本体の上部に差し込んで接続し、前記左側バッフル、右側
バッフルの内側壁にはそれぞれピン収容部が設けられて、前記ブラシの両端にはピン収容
部にピン接続する菱形ボスが設けられていることを特徴とする請求項６に記載の軽量モッ
プと併用するモップバケツ。
【請求項９】
　前記ブラシは電気駆動装置に接続し、前記ブラシがローリングブラシ構造を採用し、前
記電気駆動装置がモータと伝動機構を含み、前記モータが伝動機構によりローリングブラ
シに接続し、かつ絞りローラー対と共に電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を構成
し、前記電気駆動装置は直流電源を採用して給電し、前記モータがマイクロスイッチによ
り電池ユニットに接続し、前記電池ユニットが充電器に接続していることを特徴とする請
求項６に記載の軽量モップと併用するモップバケツ。
【請求項１０】
　電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を取り付ける前記バケツ本体には停電予備清
水バケツが設けられ、前記停電予備清水バケツは貯水タンクとデッキブラシを含み、前記
貯水タンクの上部の形状はバケツ本体の全体形状にマッチングし、貯水タンクはその上開
口に沿ってデッキブラシが取り付けられていることを特徴とする請求項９に記載の軽量モ
ップと併用するモップバケツ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クリーニングツールに関し、特に、軽量モップ、及びそれと併用するモップ
バケツに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常のプレートモップは、片面布締め付け式と両面布被布式のモップという２種に大き
く分かれて、それは、床面掃除作業においてワイピング面の作用力が均一であり、あらゆ
る方向に適用できる等のメリットを有するため幅広く採用されている。それと同時に、該
モップは、使用が重く、クリーニング織物の締付けが面倒であり、洗浄しにくいなどの欠
点を有する。出願人は、特許番号：ＺＬ２０１０２０１５４６３０.１において構造が簡
単な軽量モップを開示しており、モップハンドルとモッププレートを含み、前記モッププ
レートは弾性材料から作成する多角形モッププレートであり、前記モッププレートの上端
とモップハンドルの下端との間には、差し込み接続機構と、前記モッププレートをある限
定角度にモップハンドルに対して前後回動することができる位置制限装置とを設置してい
る。前記モッププレートは、展開と曲げという２つの位置を有し、非作業状態では、前記
モップハンドルの中軸線と前記モッププレートの縦断面の中線とは同一直線にある。作業
状態では、前記モッププレートは、外力を介して変形し、前記モッププレートの下端と作
業面とが平行し、前記モッププレートの上端が円弧面を呈して前記モップハンドルとある
角度を呈している。クリーニング織物は一面が開口する袋状を呈してモッププレートにカ
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バーし、面ファスナーや、自在クランプ、ゴムひもにより固定される。それと同時に、本
考案は、上記軽量モップと併用するモップバケツをさらに公開しており、該モップバケツ
を使用して、モップを上下運動又は前後運動するだけでモップ布における汚れをクリーン
しかつモップを脱水させることができる。該技術案の差し込み接続構造における逆のＵ形
挟持溝は一体型固定構造であり、プラスチックを基材とする部材は、季節の変化により膨
張・収縮を引き起こしやすく、溝壁の上端が破壊し、使用過程においてその寿命及び信頼
性はいずれも欠陥が存在することが現れた。ＺＬ２０１０２０５６９４８１.５には、構
成が簡単である軽量モップの新規構成を開示しており、それは、モップハンドルとモップ
プレートを含み、前記モッププレートは、弾性材料から製造する多角形モッププレートで
あり、前記モッププレートの上端とモップハンドルの下端との間には、１つの水平重ね接
続機構、１つの締め付け接続機構及び１つの差し込み接続機構が設けられている。前記モ
ッププレートは、展開と曲げと２つの位置を有し、非作業状態では、前記モップハンドル
の中軸線と前記モッププレートの縦断面の中線とは平行している。作業状態では、前記モ
ッププレートは変形し、前記モッププレートの下端と作業面とが平行し、前記モッププレ
ートの上端が円弧面を呈してモップハンドルとある角度をなす。それと同時に、技術的に
は、さらに、モッププレートに引張り抵抗の薄膜、柔軟性織物を敷設して、弾性プラスチ
ック、繊維中間層を採用して複合ボードを製造する新規改良を行う。モップバケツに設置
される絞りローラーとブラシと合わせて行うプレートモップ作業において、使用者が手で
モップ布を取り外しせずに洗浄、脱水の連続的作業の問題を解決することができる。上記
専利製品は使用過程においてそれがターニング箇所や、隠れたコーナー、幅が狭いコーナ
ーをモップがけすることができない欠点があるとともに、作業の過程においてモップ布の
水分が不足する場合、装置自体で水分を補充することができず、連続作業に影響する。モ
ップがけ過程において、例えば、キッチンにおいてセラミックタイルの表面に付着する、
乾燥して堅くなったライスや野菜を処理することは、そのほかのツールを借りる必要があ
る。それと併用するモップバケツにおいて設置されるブラシは、プレートモップの洗浄問
題を解決したが、絞りローラーとブラシとのバケツにおける設置レイアウトは合理的では
なく、かつ絞りと洗浄という２つの部分に分かれた仕切り板は有限の作業空間を占め、そ
れにより、操作、節水、バケツ内の洗浄に不利であると共に、生産、積み重ね及び運送に
不利である。上記専利製品は、多くの欠点を有するため商品として普及されることに不適
合である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は上記技術の不足を克服して、軽量モップ、及びそれと併用するモップバ
ケツを提供して、隠れたコーナーをターニングしてモップがけする機能を実現し、さらに
、比較的狭い作業面と比較的広い作業面に対して快速にモップヘッドを交換することがで
き、絞りローラーとブラシとを再び設置することにより、モップバケツの作業空間を拡大
し、洗浄を容易にする場合共に、モップがけしながら水分を補給して、固くて頑丈な物質
をこすり落とすことができる機能を実現することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の目的は下記の技術方法により実現される。モップハンドル、モッププレート及
び袋状モップカバーを含み、前記弾性の片状のモッププレートの上端は挟持構造によりモ
ップハンドルに接続し、前記挟持構造は挟持本体と挟持板とからなる軽量モップであって
、前記モップハンドルには方向転換機構が設けられており、前記方向転換機構はスリーブ
ナット、ロックナット及びヒンジ段付き回転軸を含み、前記ロックナットは雄ねじを有し
、その上端が円錐台状であり、かついくつかの開口を開設し、その中心には円形孔が設け
られ、前記挟持構造の上部の中央にはねじ穴が設けられており、前記ヒンジ段付き回転軸
は挟持構造のねじ穴に差し込んで接続し、前記ロックナットはヒンジ段付き回転軸を貫通
してから挟持構造のねじ穴に螺合し、前記スリーブナットとロックナットとは螺合し、前
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記ヒンジ段付き回転軸の上端にはヒンジ平面が設けられ、前記モップハンドルの下端には
ヒンジ接続ラグが設けられており、前記ヒンジ段付き回転軸のヒンジ平面はピン軸により
モップハンドルの下端のヒンジ接続ラグに差し込んで接続することによりモップハンドル
のヒンジ機構を構成することを特徴とする。
【０００５】
　前記挟持構造は主挟持構造と２つのサブ挟持構造を含み、前記主挟持構造の上部が軸方
向にキャビティが設けられており、前記２つのサブ挟持構造はそれぞれ主挟持構造の両側
に差し込んで接続して主挟持構造のキャビティに摺動接続し、前記主挟持構造とサブ挟持
構造とは差し込んで接続してから弾性ロックキャッチや、ピン、ボルトにより固定される
。
【０００６】
　前記挟持構造の挟持本体の中部には貫通孔が設けられ、挟持構造の前記挟持板の中部に
は締め付けボルトが設けられている。前記モッププレートは上部が狭くて下部が広い構造
であり、その中心には貫通孔が設けられ、前記締め付けボルトはモッププレートと挟持本
体の貫通孔を貫通してから、ナットにより締め付けられる。前記挟持板の中部の両側には
対称に位置決めボスが設けられ、前記挟持本体の両側には挟持板の位置決めボスに対応す
る凹溝が設けられ、前記モッププレートにおける、上部が狭くて下部が広い結合部の両側
辺には挟持板の位置決めボスに合わせるほぞ接合溝が設けられている。
【０００７】
　前記挟持構造の挟持本体は、主に上部挟持本体と下部挟持本体で給水式挟持構造の全体
を構成し、前記上部挟持本体内には貯水キャビティが設けられ、前記上部挟持本体の上部
には蓋を有する注水口を有し、前記上部挟持本体には、さらにねじスタッド挿入口が設け
られ、前記ねじスタッド挿入口には調節スクリューが回し締めされ、前記調節スクリュー
の下端には円錐状プランジャが設けられ、前記上部挟持本体の底部のねじスタッド挿入口
に対応する相対位置には円錐状導流口が設けられ、前記円錐状プランジャと円錐状導流口
の接触面とを合わせている。前記下部挟持本体の中心には立て管が設けられ、立て管の頂
部には前記ロックナットにねじ接続する雌ねじが設けられており、前記下部挟持本体の上
部には集水溝が設けられ、前記集水溝内の軸方向にいくつかの平行する導流孔路が設けら
れ、前記導流孔路とモッププレートとは連通している。
【０００８】
　前記モッププレートの前端の中部には、それと一体に形成するフラットシャベルを有し
、前記フラットシャベルの前端には鋸歯や、平たい刃が設けられ、或はその中心にＶ形凹
溝が設けられている。前記袋状モップカバーの中部とモッププレートの前端のフラットシ
ャベルとの対応位置にはフラットシャベルを露出させることができる開口が設けられてい
る。
【０００９】
　バケツ本体と絞りローラー対を含み、絞りローラー対の両端にはＵ形ペダルとブラシと
が接続するモップバケツであって、前記絞りローラー対は組合せホルダーによりブラシに
接続して水絞り出し・ブラッシング装置全体を構成し、前記組合せホルダー機構は左側バ
ッフルと右側バッフルを含み、前記ブラシと絞りローラー対との軸方向の長さは同じであ
り、かつ接続スクリューにより一体に固定して接続し、前記組合せホルダーはバケツ本体
の両壁に接続していることを特徴とする。
【００１０】
　前記水絞り出し・ブラッシング装置全体はバケツ本体の両壁にピン接続し、水絞り出し
・ブラッシング装置全体は上へ９０度反転する。
【００１１】
　前記全体水絞り出し・ブラッシング装置の左側バッフル、右側バッフルの上部の外側に
は、バケツ本体の上部の外辺縁の形状にマッチングする逆のＵ形凹溝が設けられ、左側バ
ッフルと右側バッフルはバケツ本体の上部に差し込んで接続し、前記左側バッフルと右側
バッフルの内側壁にはピン収容部が設けられ、前記ブラシの両端にはピン収容部にピン接
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続する菱形ボスが設けられている。
【００１２】
　前記ブラシと電気駆動装置とは接続しており、前記ブラシはローリングブラシ構造を採
用し、前記電気駆動装置はモータと伝動機構を含み、前記モータが伝動機構によりローリ
ングブラシに接続し、かつ絞りローラー対と共に電動式水絞り出し・ブラッシング装置全
体を構成している。
【００１３】
　前記電気駆動装置は直流電源を採用して給電し、前記モータはマイクロスイッチにより
電池ユニットに接続し、前記電池ユニットと充電器とは接続している。
【００１４】
　電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を取り付ける前記バケツ本体には、停電予備
清水バケツが設けられ、前記停電予備清水バケツは貯水タンクとデッキブラシを含み、前
記貯水タンクの上部形状がバケツ本体の全体形状にマッチングし、貯水タンクがその上開
口に沿ってデッキブラシが取り付けられる。
【００１５】
　従来技術に比べて、本発明は、以下のような有益な効果を有している。本発明は、モッ
プハンドルのヒンジ機構及び方向転換機構の協同作用により、隠れたコーナーをモップが
けして作業する時に軽便にターニングすることができる機能を実現する。それと同時に、
比較的狭い作業面及び比較的広い作業面をモップがけしてモップヘッドを交換する過程に
おいてより便利であり、快速である。給水式挟持構造は、作業する時に、その過程におい
て水を補給しなくて連続に作業する過程を実現することができる。フラットシャベルを設
置することにより、セラミックタイルに付着する、固くて頑丈な物質、葉などの汚れを容
易に取り除くことができる。モップと併用するモップバケツは、絞りローラーとブラシが
モップバケツにおいてそれぞれの機能を保持して、また、より多くの空間を占用しない要
求を満たすことができる。モップバケツは、組合せホルダーとブラシとが接続することに
より、水絞り出し・ブラッシング装置全体を構成し、さらに、モップバケツの体積を縮小
することができ、ユーザに対して経済的で、実用である製品を提供することができる。電
動式水絞り出し・ブラッシング装置全体及び停電予備清水バケツを採用するのは、エネル
ギーを節約し、製品の品質を向上させる。本発明は、家庭や、公共場所の床面、壁面、屋
根、ガラスのクリーニングに広く適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は軽量モップの構成を模式的に示す図である(袋状モップカバーを含まない)
。
【図２】図２は主挟持構造、サブ挟持構造を有する挟持構造の構成を模式的に示す図であ
る。
【図３】図３はモッププレートにおける、上部が狭く下部が広い構造を模式的に示す図で
ある。
【図４】図４は給水式挟持構造の構成を模式的に示す図である。
【図５】図５はモッププレートの前端のフラットシャベルの構成を模式的に示す図である
。
【図６】図６はモップバケツの水絞り出し・ブラッシング装置全体の構成を模式的に示す
図である。
【図７】図７は電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を有するモップバケツの構成を
模式的に示す図である。
【図８】図８は停電予備清水バケツの構成を模式的に示す図である。
【図９】図９はモップバケツとモップとの使用状態の参照図である。
【図１０】図１０は、差し込み接続式の水絞り出し・ブラッシング装置全体の構成を模式
的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１７】
　以下、好ましい実施例を参照しながら、本発明の具体的な実施形態を詳しく説明する。
【００１８】
　（実施例）
　図１に示すように、軽量モップであって、モップハンドル１、モッププレート２及び袋
状モップカバー(図示せず)を含む。弾性の片状のモッププレートの上端は挟持構造により
モップハンドルに接続し、前記挟持構造は挟持本体３と挟持板４から構成する。前記モッ
プハンドルには方向転換機構５が設けられ、前記方向転換機構がスリーブナット６、ロッ
クナット７及びヒンジ段付き回転軸８を含む。前記ロックナットは雄ねじを有し、その上
端が円錐台状であり、かつ３つの開口が開設し、弾性を有し、その中心には円形孔が設け
られ、ロックナットの円形孔とヒンジ段付き回転軸とは摺動配合している。前記挟持構造
の上部の中央にはねじ穴９が設けられ、前記ヒンジ段付き回転軸は挟持構造のねじ穴に差
し込んで接続し、前記ロックナットはヒンジ段付き回転軸を貫通してから挟持構造のねじ
穴に螺合し、前記スリーブナットとロックナットとが螺合している。前記ヒンジ段付き回
転軸の上端にはヒンジ平面１０が設けられ、前記モップハンドルの下端にはヒンジ接続ラ
グ１１が設けられ、前記ヒンジ段付き回転軸のヒンジ平面はピン軸(図示せず)を介してモ
ップハンドルの下端のヒンジ接続ラグに差し込んで接続することによりモップハンドルの
ヒンジ機構２９を構成する。通常、普通のプレートモップのステアリング装置はヒンジ又
はカルダン軸の技術を採用して実現することが多い。軽量モップハンドルとモッププレー
トの中線とは１本の直線にあり、或いはそれと平行し、正常に操作する場合、モップハン
ドルと作業面との夾角が３０乃至５０度の間にあり、モッププレートの前端は作業面に平
行し、ヒンジ方式のみを採用してステアリングする場合、モッププレートが作業面に平行
にすることができない、その困難点は、モップハンドルが作業面に近寄る場合のみで作業
できるが、その場合には操作者は作業することができない。ヒンジによりステアリングし
た後に、モップハンドルの下端においてヒンジを軸心とする空間内のいずれかの一点で操
作しても、モッププレートの前端と作業面とは平行状態にあることが理想的である。本発
明はモップハンドルのヒンジ機構と方向転換機構との協同作用により、スリーブナットを
しっかり締めると、モッププレートおよび挟持構造は回動することができず、モッププレ
ート、挟持構造及びモップハンドルは同一軸線にあり、正常作業状態になる。ターニング
し、或いは狭い箇所に対して作業する必要がある時に、ロックナットを緩め、かつモップ
ハンドルに沿って上へ移動してヒンジを露出させ、モッププレート、挟持構造及びモップ
ハンドルはヒンジ機構によりモップハンドル及び作業面と３０乃至５０度の間の夾角を構
成し、この時にヒンジ段付き回転軸はロックナット内で３６０度逆方向に回動することが
できる。この時に、モップハンドルが空間におけるいずれかの位置にあっても、モッププ
レートと作業面とが平行することを保証することができ、ターニングして隠れたコーナー
をモップがけする目的を実現することができる。
【００１９】
　図２に示すように、本発明の好ましい技術案によれば、前記挟持構造が主挟持構造１２
と２つのサブ挟持構造１３を含み、前記主挟持構造の上部の軸方向にはキャビティ１４が
設けられ、前記２つのサブ挟持構造はそれぞれ主挟持構造の両側に差し込んで接続しかつ
主挟持構造のキャビティに摺動接続し、２つのサブ挟持構造の外形が主挟持構造の外形の
延伸であり、その幅が主挟持構造より小さく、前記主挟持構造の中部が中空構造を呈し、
中空構造の前後の両表面が辺縁から離れて中線に近接する位置には、少なくとも貫通孔１
６が設けられている。前記主挟持構造とサブ挟持構造とは差し込んで接続してから弾性ロ
ックキャッチ１５及び貫通孔１６、又はピン、ボルトにより固定される。主挟持構造の幅
は、一般的に、８乃至１０ｃｍに設置されて狭い領域をモップがけし、サブ挟持構造は、
一般的に５－６ｃｍ程度に設置され、嵌め合って接続することによりその総体幅が２０ｃ
ｍ程度に達する場合に普通の家庭の必要を満足することができる。該構成を採用して狭い
作業面をモップがけする必要がある時に、２つのサブ挟持構造を取り外すと作業すること
ができる。挟持構造の外側が開放構造になるように設計する場合、単体の幅を調節し、さ
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らに嵌め合って接続することができ、より広い場所の必要を満足し、モップバケツはより
大きく製造する必要がなく、単体を取り外して手持ちして洗浄し、絞り出すとよい。
【００２０】
　図３に示すように、本発明の好ましい技術案によれば、前記挟持構造の挟持本体３の中
部には貫通孔１７が設けられ、挟持構造の前記挟持板４の中部には締め付けボルト１８が
設けられ、前記モッププレートは、上部が狭くて下部が広い構造であり、その中心には貫
通孔１７が設けられ、前記締め付けボルトはモッププレートと挟持本体との貫通孔を貫通
してから、ナットにより締め付けられ、前記挟持板の中部の両側には対称に位置決めボス
１９が設けられ、前記挟持本体の両側には挟持板の位置決めボスに対応する凹溝１９－１
が設けられ、前記モッププレートにおける、上部が狭くて下部が広い結合部の両側辺には
挟持板の位置決めボスに合わせるほぞ接合溝１９－２が設けられている。現在、軽量モッ
プは、その挟持構造におけるモッププレートの幅が固定されるものである。本発明は、モ
ッププレートを、一面が広いが、他面が狭くになるように製造して異なる幅の作業面の作
業に適用することができる。締め付けボルトのサイズは、それをモッププレートと本体の
貫通孔を貫通させてその雄ねじを本体の貫通孔の外部に暴露させることができ、その挟持
板中部の両側には対称に位置決めボスが設けられ、本体両側の凹溝、モッププレートの両
側の開口に対応し、ナットをしっかり締める時にその内の一面を選択して操作することが
でき、ナットを緩めて、モッププレート平面を１８０度回転した後に、さらにナットをし
っかり締めたら、広い面、狭い面の位置交換を実現することができる。
【００２１】
　図４に示すように、本発明の好ましい技術案によれば、前記挟持構造の挟持本体３は、
主に上部挟持本体３－１と下部挟持本体３－２により給水式挟持構造全体を構成し、前記
上部挟持本体内には貯水キャビティ３－３が設けられ、前記上部挟持本体の上部には蓋を
有する注水口３－４が設けられ、前記上部挟持本体にはねじスタッド挿入口３－５がさら
に設けられ、前記ねじスタッド挿入口には調節スクリュー３－６が回し締めされ、前記調
節スクリューの下端には円錐状プランジャ３－７が設けられ、前記上部挟持本体の底部の
ねじスタッド挿入口に対応する相対位置には円錐状導流口３－８が設けられ、前記円錐状
プランジャと円錐状導流口の接触面とを合わせている。前記下部挟持本体の中心には立て
管３－２－１が設けられ、立て管の頂部には前記ロックナットにねじ接続する雌ねじが設
けられ、前記下部挟持本体の上部には集水溝３－２－２が設けられ、前記集水溝内の軸方
向にはいくつかの平行する導流孔路３－２－３が設けられ、前記導流孔路とモッププレー
トとは連通している。
【００２２】
　通常、家庭用のプレートモップに給水装置を加えることは、モップハンドルの下端に貯
水瓶を加えることが多く、ハンドルに１つのトリガーを取付け、モップの前端にノズルを
取り付けてパイプにより加圧噴水する。このように設置する場合、モップは軽量ではなく
、ハンドルは自在ではく、フロアーに散らされる水は、複合板で組立てられ継ぎ目を有す
るフロアーにとっては有害である。理想的な給水方式は、制御可能な水を直接的にモップ
布に滴下することである。本発明の挟持構造には貯水容器を設置し、該容器の上端の両側
には少なくとも１つの注水口が設けられ、美観のために対称に設置することが好ましく、
注水口には瓶蓋を有してそれとねじ接続し、蓋の頂部には円形の空気取り入れ孔及び栓を
有している。容器の上端の中部には、対称に２つの雌ねじを有するプランジャ口が設けら
れ、それに対応して、容器の底部には円錐状の出水孔が開設し、円錐状の底部が平面であ
り、上端が回しハンドルと雄ねじを有し、下端には導流ピンが設けられるプランジの形状
が錐状の出水口の内壁に合わせられている。容器の中心には管状の貫通孔が設けられ、挟
持構造の下部の中心には立て管が設けられ、管の先端には雌ねじを有し、立て管の両側の
モッププレートと挟持板との間には、対称にいくつかの導流孔路が設けられている。該立
て管は、容器中心管を貫通してモップハンドルの下端にねじ接続し、モップハンドルの下
端の雄ねじの頂部にはそれと一体になる円形パッドが設けられ、容器の底部には逃がし台
が設けられ、さらに容器と挟持構造とを一体になるようにしている。モップのそのほかの
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空間を占めないので、洗浄しても、絞っても、その作業は使用者の操作を影響しない。増
加する液体は有限であり、重い感じを生じない。シール性はよく、高い箇所をモップがけ
するために反転しても滴水することがしなく、重要なことは、空気取り入れ孔が容器内の
気圧を有効的に制御し、プランジャはねじ込んで液体の流速を増加することができ、また
、液体滴下効果を実現することもでき、かつ、操作する時に、両面のいずれかの一面を使
用しても、自然に形成する傾斜角度により、重力原理で液体が作業面のクリーニング織物
に流れる。容器は、透明な材料を採用して製造し、液体の貯蔵量を直接的に観察してその
美観を増加する。
【００２３】
　図５に示すように、本発明の好ましい技術案によれば、前記モッププレート２の前端の
中部にはそれと一体になるフラットシャベル２－１が設けられ、前記フラットシャベルの
前端には鋸歯や平たい刃が設けられ、或いはその中心にはＶ形凹溝２－２が設けられる、
前記袋状モップカバーの中部のモッププレートの前端のフラットシャベルに対応する位置
には、フラットシャベルを露出させる開口(図示せず)が設けられている。通常、家庭のモ
ップがけ作業において、その硬度、表面仕上げが高いので、セラミックタイルは、最もモ
ップがけしやすく、最もモップがけしにくいのもセラミックタイルであり、キッチンのセ
ラミックタイルは、その上に付着した、固くて頑丈な物質、野菜、汁などに対して、湿ら
してモップがけしても、汚れを取り除くことができず、フラットシャベルなどのツールを
借りて取り除く。モップがけ作業は、モップ布でカバーする状況で行うので、モップがけ
しながら、かき除くことができない。前記Ｖ形凹溝は、モップ布の底辺の中心を分離させ
ず、真正にモップがけしながら、かき除く効果を実現する。操作過程において衝突しても
、歯先が容易に損害しないように有効的に保護することができる。
【００２４】
　図６に示すように、モップバケツ２０であって、バケツ本体２１と絞りローラー対２２
を含み、絞りローラー対の両端にはＵ形ペダル２３とブラシ２４とが接続し、前記絞りロ
ーラー対は、組合せホルダー２５によりブラシに接続して水絞り出し・ブラッシング装置
全体を構成し、前記組合せホルダー機構は左側バッフルと右側バッフル２５－１を含み、
前記ブラシと絞りローラー対との軸方向の長さが同じであり、かつ接続スクリュー２５－
２により左側バッフル、右側バッフル及び絞りローラー対と一体に固定して接続し、前記
組合せホルダーとバケツ本体の両壁とは接続している。本発明は、弾性材料から製造する
モッププレートを採用してロール、ブラシと結合することにより、プレートモップはモッ
プ布を取り外すことなく、手で操作しなくても、洗浄・絞る問題を解決することができ、
モップバケツ空間を縮小するために、一体型水絞り出し・ブラッシング装置を採用する。
バケツ本体の後部の上方の両側壁には対称に円形の貫通孔が設けられ、貫通孔内には絞り
ローラーが取り付けて固定され、絞りローラーの両端はＵ形ペダル、左側バッフル、及び
右側バッフルに接続して直角形をなし、その下端が２つの貫通孔から離れて中心線に近接
する位置にはブラシが取り付けられ、ブラシの表面が前に向いている、前記水絞り出し・
ブラッシング装置全体はバケツ本体の両壁にピン接続し、水絞り出し・ブラッシング装置
全体は上へ９０度反転する。水絞り出し・ブラッシング装置全体は、さらにバケツ内の使
用空間を拡大することができ、モップバケツの体積を縮小させ、ユーザに対して経済的で
、実用である製品を提供する。ホルダーの方式は複数種があり、例えば、独立のホルダー
は、ブラシを取り付けて固定するＬ形の横方向支持体と両サイドのバッフルとを固定して
接続され、或いは一回で成型し、横方向支持体の両端は、Ｕ形を呈してブラシを締め付け
、中部の底面には１つのキーホールが設けられ、それに対応して、ブラシの中部の一側に
は円柱形ボスが設けられ、ブラシの長さは支持ホルダーの内面の幅により小さく、ブラシ
をキーホールに沿って入れて一端へ移動すればよい。或いは、絞りローラー軸とサイドバ
ッフルとは、いくつかのナットが固定接続することにより組合せホルダーを実現する。或
いは、ブラシの両端は、サイドバッフルに固定接続し、或いは一回成型することで組合せ
ホルダーを実現する。固定の絞りローラーと可動の絞りローラーとの間の距離は、モップ
カバーをカバーしたモッププレートのみが通過するように狭くし、絞りローラー対とモッ
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プバケツ底部との距離は、モッププレートの長さより長い。
【００２５】
　図１０に示すように、本発明の好ましい技術案によれば、前記水絞り出し・ブラッシン
グ装置全体の左側バッフル、右側バッフルの上部の外側にはバケツ本体の上部の外辺縁の
形状にマッチングする逆のＵ形凹溝２５－３が設けられ、左側バッフル、右側バッフルは
バケツ本体の上部に差し込んで接続され、前記左側バッフル、右側バッフルの内側壁には
それぞれピン収容部２５－４が設けられ、前記ブラシの両端にはピン収容部にピン接続す
る菱形ボス２４－１が設けられている。モップバケツを洗浄する時に水絞り出し・ブラッ
シング装置全体を容易に着脱するように、バケツ本体の両側壁の可動絞りローラーの可動
空間を固定絞りローラーの軸孔の外辺縁に拡大し、両側の左側バッフル、右側バッフルを
バケツ本体の両側の上部の外辺縁に取り外し可能に係合する。本実施例の具体的な操作方
法は、以下の通りである。左側バッフルと右側バッフル２５－１の上部の外側に逆のＵ形
凹溝が設けられ、逆のＵ型凹溝の上部の形状とバケツ本体の上部の外辺縁の形状はマッチ
ングし、逆のＵ形凹溝の両端の外縁の下部の内側には直角三角形のロックボス２５－５が
取り付けられる。取り外す時に、該ボスを外へ引き出し、さらに絞りローラーを上へ持ち
上げると取り外すことができ、取り付ける時に水絞り出し・ブラッシング装置全体はバケ
ツ本体内のロックボスを原来の位置を復元すればよい。本技術案は、絞りローラーとブラ
シとを１つずつ取り外したり、取り付ける必要がなく、特に、組立てる時にバケツ本体の
内壁の孔を位置合わせて軸を貫通させる手間と時間を節約し、作業効率を向上させる。ブ
ラシの両端の端面は菱形ボスであり、それに対応するサイドバッフルの下部には菱形ボス
形状にマッチングするピン収容部が設けられ、該菱形ボスの厚さはピン収容部内の深度よ
り大きく、ピン収容部に可動に接続して取り外すことができる。ブラシの両端は菱形に設
計してサイドバッフルに可動接続することは、下から上へモップカバーを洗浄する過程に
おいて、ブラシ表面とモップカバー表面とがモップハンドルの運動方法に従って自動的に
位置を調節し、モップカバーをより完全に洗浄させるように作用する。特に、二重ブラシ
構造を取り付ける時に明らかな効果を有する。まず、単一ブラシを取り付けたサイドバッ
フルの位置を前へ１つのブラシの長さで延伸し、同様に従来の接続方式を採用し、２つの
ブラシが対向し、ブラシの重心がブリスルの頂端にあり、ブラシは菱形の一端なので自然
に垂下し、２つのブラシのブリスルの上端が衝突する場合、下部が三角状空間を呈し、こ
の時に、汚れたモップカバーを挿入する場合ブリスルは汚れを跳ね返すことを引き起こさ
ず、モップカバーを持ち上げる時に、ブリスルはブラシの移動によりモップカバーの表面
にしっかりと付着し、汚れがバケツ本体の水に持ち入れられて、この時に、ブラシは、逆
三角形の空間を呈し、モップカバーの前端がより持ち上げやすく、一回だけでモップカバ
ーの両面を洗浄することができ、時間を節約し、手間を省き、作業時間を短縮する。ブラ
シ両端は菱形の２本の対応する平行辺を採用し、或いは十字状の突出物になるように設置
されることは、同じ作用を発揮することができる、と説明すべきである。
【００２６】
　図７－９に示すように、本発明の好ましい技術案によれば、前記ブラシと電気駆動装置
とは接続し、前記ブラシはローリングブラシ構造を採用し、前記電気駆動装置はモータ２
６と伝動機構２７を含み、前記モータは伝動機構によりローリングブラシに接続し、かつ
絞りローラー対と共に電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を構成する。前記電気駆
動装置は直流電源を採用して給電し、前記モータはマイクロスイッチにより電池ユニット
に接続し、前記電池ユニットと充電器(図示せず)とは接続している。電動式水絞り出し・
ブラッシング装置全体を取り付ける前記バケツ本体には停電予備清水バケツ２８が設けら
れ、前記停電予備清水バケツは貯水タンク２８－１と補助デッキブラシ２８－２を含み、
前記貯水タンクの上部の形状はバケツ本体全体の形状にマッチングし、貯水タンクのその
上開口に沿って１つの補助デッキブラシが設けられている。貯水タンクを設置する目的は
、モップ布を数回洗浄し、絞った後に、モップバケツ内の水が汚れており、絞った後に続
いて作業しても、フロアーを洗浄することができない。従って、汚水を絞って、さらに清
水で洗浄した後に絞るだけで、モップ布の汚水成分を取り除きクリーニングの目的を実現
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１つのフレームに組合せて、かつ取り外し可能である。フレーム全体はモップバケツの上
部の後端に置かれ、それにより、バケツ内の前端に設置される、取り外し可能な貯水タン
クに対して十分の放置空間を残すことができる。電池が突然に切れる場合で、補助デッキ
ブラシはローリングブラシに代わってモップがけ作業を続けて行うことができる。マイク
ロスイッチは、電動ローリングブラシの上端の外部バッフルに設置することができ、モッ
ププレートにカバーするモップ布は下から上へ移動してスイッチに触れる時に、モータが
ローリングブラシを駆動して作業させることができ、それから離れると停止し、その目的
は電気を節約し、便利にすることであり、よく防水密封を行う必要がある。漏電の発生を
防止するために、スイッチをＵ形ペダルの前端の上方のバケツ壁に設置することもでき、
漏電の確率を最小値に低下することができる。１つの４.８ｖの充電蓄電池は連続的に１
０時間充電する場合、モータがローリングブラシを駆動して連続的に４０分間連続作業す
ることができ、月ごとに１度の電力のみを消耗する。モップバケツにおいて電気ローリン
グブラシを使用して、モッププレートにカバーされた両面のモップ布を洗い流す時に、５
、６秒間のみを必要とし、１００平方メートルの部屋を掃除するには、３０秒間程度をか
かり、一回充電する場合に1カ月使用することができ、従って、最も少ないエネルギーで
最も大きい効率を実現し、エネルギーを節約し、作業時間を短縮し、また、効率を向上さ
せる。
【００２７】
　以上の記載は、本発明の好ましい実施例のみであり、本発明の構成に対してなんらかの
形式的制限することものでない。本発明の精神に従って上記実施例に対していかなる簡単
な修正、均等な手段で変更・修正することは、本願発明の技術範囲内に属する。
【符号の説明】
【００２８】
　１、モップハンドル、２、モッププレート、２－１、フラットシャベル、２－２、Ｖ形
凹溝、３、挟持本体、３－１、上部挟持本体、３－２、下部挟持本体、３－２－１、立て
管、３－２－２、集水溝、３－２－３導流孔路、３－３、貯水キャビティ、３－４、注水
口、３－５、ねじスタッド挿入口、３－６、調節スクリュー、３－７、円錐状プランジャ
、３－８、円錐状導流口、４、挟持板、５、方向転換機構、６、スリーブナット、７、ロ
ックナット、８、ヒンジ段付き回転軸、９、ねじ穴、１０、ヒンジ平面、１１、ヒンジ接
続ラグ、１２、主挟持構造、１３、サブ挟持構造、１４、キャビティ、１５、弾性ロック
キャッチ、１６、貫通孔、１７、貫通孔、１８、締め付けボルト、１９、位置決めボス、
１９－１、凹溝、１９－２、ほぞ接合溝、２０、モップバケツ、２１、バケツ本体、２２
、絞りローラー対、２３、Ｕ形ペダル、２４、ブラシ、２４－１、菱形ボス、２５、組合
せホルダー、２５－１、左側バッフル、右側バッフル、２５－２、接続スクリュー、２５
－３、Ｕ形凹溝、２５－４、ピン収容部、２５－５、ロックボス、２６、モータ、２７、
伝動機構、２８、清水バケツ、２８－１、貯水タンク、２８－２、補助デッキブラシ、２
９、ヒンジ機構。
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月17日(2016.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モップハンドル、モッププレート及び袋状モップカバーを含み、弾性の片状の前記モッ
ププレートの上端は挟持構造によりモップハンドルに接続し、前記挟持構造は挟持本体と
挟持板で構成される軽量モップであって、前記モップハンドルには方向転換機構が設けら
れ、前記方向転換機構はスリーブナット、ロックナット及びヒンジ段付き回転軸を含み、
前記ロックナットは雄ねじを有し、その上端が円錐台状であり、かついくつかの開口が開
設され、その中心には円形孔が設けられ、前記挟持構造の上部の中央にはねじ穴が設けら
れ、前記ヒンジ段付き回転軸は挟持構造のねじ穴に差し込んで接続し、前記ロックナット
はヒンジ段付き回転軸を貫通してから挟持構造のねじ穴に螺合し、前記スリーブナットと
ロックナットとは螺合し、前記ヒンジ段付き回転軸の上端にはヒンジ平面が設けられ、前
記モップハンドルの下端にはヒンジ接続ラグが設けられ、前記ヒンジ段付き回転軸のヒン
ジ平面はピン軸によりモップハンドル下端のヒンジ接続ラグに差し込んで接続されてモッ
プハンドルのヒンジ機構を構成することを特徴とする軽量モップ。
【請求項２】
　前記挟持構造は、主挟持構造と２つのサブ挟持構造を含み、前記主挟持構造の上部の軸
方向にはキャビティが設けられ、前記２つのサブ挟持構造をそれぞれ主挟持構造の両側に
差し込んで接続しかつ主挟持構造のキャビティに摺動接続し、前記主挟持構造とサブ挟持
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構造とを差し込んで接続して弾性ロックキャッチや、ピン、ボルトにより固定されている
ことを特徴とする請求項１に記載の軽量モップ。
【請求項３】
　前記挟持構造の挟持本体の中部には貫通孔が設けられ、挟持構造の前記挟持板の中部に
は締め付けボルトが設けられ、前記モッププレートは上部が狭くて下部が広い構造であり
、その中心には貫通孔が設けられ、前記締め付けボルトはモッププレートと挟持本体との
貫通孔を貫通してから、ナットにより締め付けられ、前記挟持板の中部の両側には対称に
位置決めボスが設けられ、前記挟持本体の両側には挟持板の位置決めボスに対応する凹溝
が設けられ、前記モッププレートにおける、上部が狭くて下部が広い結合部の両側辺には
挟持板の位置決めボスに合わせるほぞ接合溝が設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の軽量モップ。
【請求項４】
　前記挟持構造の挟持本体は、主に、上部挟持本体と下部挟持本体で給水式挟持構造全体
を構成し、前記上部挟持本体の内部には貯水キャビティが設けられ、前記上部挟持本体の
上部には蓋を有する注水口が設けられ、前記上部挟持本体にはねじスタッド挿入口がさら
に設けられ、前記ねじスタッド挿入口には調節スクリューが回し締めされ、前記調節スク
リューの下端には円錐状プランジャが設けられ、前記上部挟持本体の底部のねじスタッド
挿入口に対応する相対位置には円錐状導流口が設けられ、前記円錐状プランジャと円錐状
導流口の接触面とが合わせられ、前記下部挟持本体の中心には立て管が設けられ、立て管
の頂部には前記ロックナットにねじ接続する雌ねじが設けられ、前記下部挟持本体の上部
には集水溝が設けられ、前記集水溝内の軸方向にいくつかの平行する導流孔路が設けられ
、前記導流孔路とモッププレートとは連通していることを特徴とする請求項１に記載の軽
量モップ。
【請求項５】
　前記モッププレートの前端の中部にはそれに一体になるフラットシャベルが設けられ、
前記フラットシャベルの前端には鋸歯、平たい刃または、鋸歯と平たい刃が設けられ、或
いは中心にはＶ形凹溝が設けられ、前記袋状モップカバーの中部のモッププレートの前端
のフラットシャベルに対応する位置には、フラットシャベルを露出させることができる開
口が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の軽量モップ。
【請求項６】
　バケツ本体と絞りローラー対を含み、絞りローラー対の両端にはＵ形ペダルとブラシと
が接続している請求項１に記載の軽量モップと併用するモップバケツであって、前記絞り
ローラー対は組合せホルダーによりブラシに接続して水絞り出し・ブラッシング装置全体
を構成し、前記組合せホルダー機構は左側バッフル、右側バッフルを含み、前記ブラシと
絞りローラー対との軸方向の長さが同じであり、かつ接続スクリューにより一体に固定し
て接続し、前記組合せホルダーとバケツ本体の両壁とは接続していることを特徴とする請
求項１に記載の軽量モップと併用するモップバケツ。
【請求項７】
　前記水絞り出し・ブラッシング装置全体はバケツ本体の両壁にピン接続し、水絞り出し
・ブラッシング装置全体は上へ９０度反転することを特徴とする請求項６に記載の軽量モ
ップと併用するモップバケツ。
【請求項８】
　前記水絞り出し・ブラッシング装置全体の左側バッフル、右側バッフルの上部の外側に
はバケツ本体の上部の外辺縁の形状にマッチングする逆のＵ字形凹溝が設けられ、左側バ
ッフル、右側バッフルはバケツ本体の上部に差し込んで接続し、前記左側バッフル、右側
バッフルの内側壁にはそれぞれピン収容部が設けられて、前記ブラシの両端にはピン収容
部にピン接続する菱形ボスが設けられていることを特徴とする請求項６に記載の軽量モッ
プと併用するモップバケツ。
【請求項９】
　前記ブラシは電気駆動装置に接続し、前記ブラシがローリングブラシ構造を採用し、前
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記電気駆動装置がモータと伝動機構を含み、前記モータが伝動機構によりローリングブラ
シに接続し、かつ絞りローラー対と共に電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を構成
し、前記電気駆動装置は直流電源を採用して給電し、前記モータがマイクロスイッチによ
り電池ユニットに接続し、前記電池ユニットが充電器に接続していることを特徴とする請
求項６に記載の軽量モップと併用するモップバケツ。
【請求項１０】
　電動式水絞り出し・ブラッシング装置全体を取り付ける前記バケツ本体には停電予備清
水バケツが設けられ、前記停電予備清水バケツは貯水タンクとデッキブラシを含み、前記
貯水タンクの上部の形状はバケツ本体の全体形状にマッチングし、貯水タンクはその上開
口に沿ってデッキブラシが取り付けられていることを特徴とする請求項９に記載の軽量モ
ップと併用するモップバケツ。



(17) JP 2017-503594 A 2017.2.2

10

20

30

40

【国際調査報告】



(18) JP 2017-503594 A 2017.2.2

10

20

30

40



(19) JP 2017-503594 A 2017.2.2

10

20

30

40



(20) JP 2017-503594 A 2017.2.2

10

20

30

40



(21) JP 2017-503594 A 2017.2.2

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  李　軍
            中国天津市河東区華昌大街王串場１号路福旺花園５－１－１０１
(72)発明者  李　楠
            中国天津市河東区華昌大街王串場１号路福旺花園５－１－１０１
Ｆターム(参考) 3B074 AA07  AB01  AC00  EE01 

【要約の続き】
ることができ、洗浄を容易にするとともに、モップがけしながら水を補給することができ、固くて頑丈な物質をこす
り落とすことを実現することもできる。
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